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風にきく、土にふれる

豊橋技術科学大学 先端農業・バイオリサーチセンター特任教授 三枝 正彦
（農業環境技術研究所 評議員）

月2日、農環研を訪れた時「風にきく 土にふ

れる そしてはるかな時をおもい 環境をまも

る」の碑が雪の中、燦然と輝いていた。前理事長、陽

捷行氏のこの一文は、まさに農業、農学のあり方を示

している。情報科学の著しい発展で、世界の情報が居

たまま得られる反面、その情報処理に追われ、自ら稼

ぐ現場の情報が遠くなるのが気がかりである。農業は、

土壌や気象、共生する生物などの生産環境に大きく支

配され、収穫期も、収量、品質も一定にならない。そ

のため、風にきく、土にふれるという五感を駆使した

生産環境の観察が不可欠で、その場での即断が求めら

れる。それゆえ、農環研には国立環境研究所とは大き

く異なる役割がある。農環研は農業が地球環境に及ぼ

す影響と地球環境が農業に及ぼす影響を明らかにし、

その要因と要因の程度を予測することである。地球温

暖化や砂漠化、土壌劣化、熱帯林の破壊、水系汚染

など多くの地球環境問題は、農の基盤である土壌と密

接に関係し、その理解なくしては解明されない。土壌

の理解には土壌の種類や構成成分、理化学性、生物

性が重要であり、フィールドでの詳細な観察と記載、

研究室での正確な分析および体系化が重要である。し

かし我が国では包括的土壌分類が不十分で、林野と耕

地ではそれぞれ独自の分類体系が使われ、オーソライ

ズされた統一土壌図がない。また土壌の根幹である粘

土鉱物の分布も明らかでない。加えて、1g中には数億、

数千種類の微生物がいるが、その実態や機能が明らか

なのは1％程度といわれる。また土壌の理化学性は独

特の扱いが必要であるが、我が国では、土壌学は農学

部のみで教授されている。地球環境問題は農耕地だけ

ではなく、林地や都市にも広がっており、農学、林学、

工学の垣根を越えた土壌の扱いが重要と思われる。

　先日農環研インベントリーセンターを訪れたところ、

土壌モノリスや昆虫、微生物、肥料標本が多数展示さ

れていた。これらの展示物はいずれも農学やフィール

ド科学の宝であり、収集、維持、保全と包括的分類が

不可欠である。またその重要性を考えると国家的プロ

ジェクトとしての取り扱いが必要である。更に情報科

学が発展した現在では、我が国のみならず、世界的な

ネットワークとしての取り組みも必要である。

　昨年豊橋で開かれた環成経シンポジウム『グリーン

ビジネスで地域を変える日本が変わる』でピーター事

務局長の話を聞き「目からうろこ」の思いをした。日本

人は銅や鉄、石油などの鉱物資源に乏しい国と嘆くが、

これらは有限であり、日本ほど資源に恵まれた国はな

いという。また、持続的資源の水、土、大気、森、里、

川、海、日照、気温、地熱、降雨などが充分あるのに

農業が衰退し、多くの遊休地が見られるのは不思議だ

という。今、日本においてはこれらを如何に有効に利

用するかが重要と彼は指摘した。そのとおりだと思う。

　農環研は、農業が地球環境に及ぼす影響の研究で

目覚ましい成果を上げてきたが、農業生産を持続する

上での生産環境についての研究も重要である。農業は

食の供給のみならず、多面的機能があり、心の豊かさ、

生活の安全を支える産業としての位置づけが必要であ

る。民族研究家、結城富美雄氏は著書『地域学からの

出発』で、「物の豊かさを追う時代には経済という物差

しがあった。しかし、心の充実を求める時代には単一

な物差しは無い。それぞれの物差しで生きる時代が始

まった」としている。農業の多面的機能を重視し、心の

充実を求める時代が来ている。農環研は生物多様性や

農村景観など、このような時代にマッチした研究も行っ

ており、農業、農学の研究所としての役割がますます

重要になると思われる。「風にきき、土にふれる」心豊

かな研究の展開が期待される。
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